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～観閲式～ ～総合訓練～

　５月２９日、３０日の両日、東京湾羽田沖で平成２２年度海上保安庁観
閲式及び総合訓練を行いました。
　観閲式では海上保安庁の巡視船艇・航空機のほか、関係機関の船艇・航
空機、国外からは中国海事局の「海巡２１」が参加し、前原誠司国土交通
大臣と鈴木久泰海上保安庁長官が観閲しました。

１．平成２２年度　海上保安庁観閲式及び総合訓練

　総合訓練では、放水展示訓練、人命救助・海上防災訓練や貨物検査特別
措置法の成立を踏まえた武装密輸船捕捉・制圧訓練等、迫力のある本番さ
ながらの訓練を披露しました。
　また、巡視船「やしま」船上では海上保安庁音楽隊の演奏が行われ観閲
式に華を添えました。

工事前

巡視船艇による観閲式

観閲を行う前原誠司国土交通大臣と
鈴木久泰海上保安庁長官

放水展示訓練

武装密輸船捕捉・制圧訓練

中国海事局「海巡２１」

航空機による観閲式

海上防災訓練

今年解役となるYS11
「ブルーイレブン」によるお見送り人命救助訓練 海上保安庁音楽隊演奏
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２．海のもしもは１１８番
　　～運用開始１０周年～

３．海上保安の日における
殉職者追悼式、祝賀会開催

　平成１２年５月１日に運用を開始した海上保安庁緊急通報
用電話番号「１１８番」が、平成２２年５月１日で１０周年
を迎えました。
　「１１８番」の通報による救助隻数及び人数は年々増加し
ていますが、その緊急性・重要性等をより多くの人々に理解
してもらうため、海上保安庁では運用開始１０周年の節目を
契機として各地でPRイベント等を行いました。

　５月１２日の「海上保安の日」、海上保安庁では殉職者追
悼式、長官表彰式、祝賀会を行いました。
　長官表彰式では、功績のあった個人４７人、３４団体に表
彰状等の授与が行われ、祝賀会では、前原誠司国土交通大臣
が、発行されたばかりの「海上保安レポート２０１０」を手
に「今後も日本の資源・安全を守っているとの自負を持って
職務に精励してほしい」と祝辞を述べました。
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入学生代表による宣誓

学生による分列行進

「１１８」ナンバーの車をあつめた写真展示

１１８番通報を受ける海上保安官 街頭大型ビジョンによる「１１８」PR 殉職者追悼式
追悼の辞を読み上げる鈴木長官

海上保安の日祝賀会
前原誠司国土交通大臣挨拶
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